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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、明治以降の小説や演劇に描かれた幕末維新の歴史像を考察の対象とし、作品
の内容、作家の思想、読者や観客の反応、人びとの嗜好、劇場の変化などについて、近代
日本における社会状況の推移との関連で分析することにより、大衆の文化における幕末維
新観変遷の全体像、及びその史的意味を明らかにしたものである。 
まず序において、これまでの明治維新観研究の問題点、特に大衆の幕末維新観とその変
遷への研究視点の欠如を指摘し、論文全体の構成と方向性を示している。 
第１章「民権運動期の新聞小説と芝居」では、幕末維新期尾張藩における藩士一斉処刑
事件に材を取った宇田川文海の小説「勤王佐幕巷説二葉松」が、明治維新以降の近代化の
中で新聞記者・小説家として地位を築いた宇田川自身の近代化思想を表現した作品であっ
たと論じている。お家物というスタイルをとりつつも、宇田川の作品は明治維新による近
代化を庶民の視線で肯定したものであり、これを劇場で上演した「若緑二葉松」は、資本
主義形成期の庶民の嗜好に沿った華やかな舞台とあいまって、近代工業社会形成期の都市
の人びとの心を大いに引きつけたことを明らかにしている。さらに、これとは対照的に同
じ事件に材を取りながらも、伯父の名誉回復に力点をおいた明治後期の渡辺霞亭の小説「青
松葉」とその上演は、さほど人びとを引きつけ得なかったと指摘している。 
第２章「日本の近代化と渡辺霞亭－侍の子から新聞記者・小説家へ－」では、尾張藩家
臣の子に生まれ，のちに『大阪朝日新聞』の花形作家となった渡辺霞亭の生い立ちと初期
作品について、新史料の収集と検討によって明らかにしている。渡辺霞亭が維新期尾張藩
の内紛事件で処刑された家老渡辺新左衛門の甥にあたることを確定し、大日本帝国憲法発
布に伴う大赦令によって罪科消滅指令を受けた直後に『東京朝日新聞』に連載された「小
弓引」が伯父新左衛門の名誉回復への思いを込めた霞亭の作品であり、これをもとにして
『お家物語』と『二葉の葵』が出版され、それらが後の『大阪朝日新聞』連載の「青松葉」
の原型になっていることを突きとめている。その上で、大赦証明書発行まもない時期には、
処刑された佐幕派を正義としてその実名を用いては描けなかったが、明治維新から三十数
年を経た「青松葉」では実名を用いた記述が可能となったと論じている。 
第３章「大正期の人気作家と大衆の嗜好－水戸藩士の息子が描いた結婚と恋愛」では、
『大阪毎日新聞』の人気作家菊池幽芳の作品には、巌本善治主宰の『女学雑誌』から得た
思想、すなわち女性の地位向上と、男女の純粋な精神に至上の価値をおいた恋愛の自由と
いう思想が流れていたことを指摘した上で、これを上演した産業革命達成期の明治後期か
ら大正期にかけて、大阪道頓堀の劇場に富裕層の妻や娘など、かつては遊郭内の劇場に足
を踏み入れることのなかった新しい観客層を呼び込み、劇場の姿も大きく変化していくこ
とを明らかにしている。開演時間の短縮、切符制度の導入、観客席での飲食禁止、祝儀の
廃止などを盛り込んだ改良観劇法が実施され、椅子席への模様替えも進行した。新派劇と
して演じられた菊池の作品は、新派の衰退が取りざたされた明治末にも高い人気を保ち、
大阪朝日の渡辺霞亭に対する大阪毎日の菊池幽芳という対抗関係を背景に集客力のある作
品として大正期を通じて上演され続けた。しかし、大衆社会の出現は道頓堀の劇場にかか
る演目に大きな変化を生じさせ、観客層の変化とあいまって大衆向けの新声劇や新国劇な
どに芝居の人気は移っていったと論じている。 
第４章「明治以降における新選組観の変遷」では、まず明治以降の新選組関連文献と司
馬遼太郎の『新選組血風録』の記述内容の比較検討をとおして、司馬遼太郎の作品が子母
沢寛の新選組に関する著作を種本としていることを立証している。子母沢寛のいわゆる新
選組三部作『新選組始末記』『新選組遺聞』『新選組物語』、及び『戊申物語』の子母沢執筆
部分と、司馬遼太郎の『新選組血風録』の記述が酷似している箇所は 338 か所もあるのに
対して、他の文献との類似箇所は数か所から多くても二桁に過ぎない。明治 30 年代半ば
までは、西村兼文執筆の「新撰組始末記」など新選組を酷評する文献ばかりが占めていた
が、1903 年に松村巌が『近藤勇』を出版し武人としての近藤像を描いた時期から新選組に
対する見方の変化が始まったと指摘している。そして、大正初めに『小樽新聞』に連載さ
れた元新選組幹部永倉新八の回想記を経て、1920 年代に新選組を肯定する文献が数多く出
版された。特に戊辰戦争から 60 年目にあたる 1928 年前後に注目される文献が刊行され、
その中に子母沢寛の作品があり第一次新選組ブームともいえる現象が見られた。この時期
は日本の大衆社会成立期に相当し、明治以来の新選組観が大きく転換していく時期と重な
り、その中心に位置した子母沢の作品を種本とした司馬遼太郎の作品によって、1960 年代
後半から 70 年代すなわち高度成長期を経て日本が経済大国に駆け上がっていく時期に、
再び新選組ブームが巻き起こったと分析している。 
第５章「近代日本出発の記憶－井伊直弼像の変遷－」では、明治以降 130 年間における
井伊直弼関係文献の刊行数が多かったのは、1880 年代、1910 年代から 20 年代、1960 年
代であると分析している。この三つの時期に出版された文献の中でも特に重要なものとし
て島田三郎『開国始末』（1888 年刊）、中村勝麻呂『井伊大老と開国』（1909 年刊）、渡辺
霞亭『井伊大老』（1924～26 年、新聞連載）、舟橋聖一『花の生涯』（1952～53 年、新聞
連載）であると指摘した上で、同時期の他の文献と比較しながら時代状況を読み解いてい
る。「奸臣・逆賊」観を払拭し幕末の大政治家として井伊直弼を描いた島田三郎の『開国始
末』には、自由民権運動から国会開設に至る新時代の政治思想が反映し、日露戦後の中村
勝麻呂の作品では「国体保持」「国風の保存」とともに、やがては「海外に武威を輝かす」
との思想が直弼像に付与された。大正期の中村吉蔵の戯曲では、デモクラチックでリベラ
ルな風潮を反映して人間の平等や博愛の心を語る直弼像が描かれ、渡辺霞亭の『井伊大老』
では、中村吉蔵が描いた直弼像に加えて国家の危機に際し命をかけた直弼の皇道精神が強
調された。日露戦後からの井伊直弼の再評価の流れは、戦後の舟橋聖一の小説「花の生涯」
へとつながっていくと指摘している。あわせて、戦時下の新聞や雑誌に連載された作品か
ら同時期の幕末維新像の考察も行っている。天狗党の乱を描いた海音寺潮五郎の小説「日
本の黎明」は、日米開戦の年に雑誌『富士』に連載され、家族や許嫁への想いを胸に出陣
する主人公は、戦場に赴く当時の若者の人間的な心情と重ねて描かれたものと分析されて
いる。 
終章「幕末維新観の史的意義」では、1957 年７月から『毎日新聞』に連載された船橋聖
一の「花の生涯」を取り上げ、渡辺霞亭の「伊井大老」を下敷きにしたものと指摘した上
で、恋愛に悩み家臣や領民に心をくだく直弼像を描くことによって、大正期の直弼像がよ
り人間的魅力を備えた人物像に衣替えし、高度成長期の大衆の間に一大ブームを呼んで伊
井大老像を大きく転換させたと論じられている。司馬遼太郎の『新選組血風録』も舟橋聖
一の『花の生涯』も、大正・昭和初期の幕末維新像が新たな装いをもって復活しブームを
呼び起こした流れの中に位置しており、大正・昭和初期と戦後の高度成長期は、大衆文化
の流れの中で密接につながっていると結論づけている。 
補論一「『大阪時事新報』に見る明治後期の衛生環境」は、明治後期から大正期におけ
る大都市の劇場を取り巻く社会的変化を明らかにする目的で、近代工業化過程における大
阪の街の変貌を衛生環境から分析している。補論二は、劇場街道頓堀を包含した南地五花
街の空襲前後の姿を、公文書や空襲関係資料などを用いて明らかにしている。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 明治以降の幕末維新観に関する研究はいくつか存在するが、それらは大衆向け小説や演
劇にはまったく目を向けていないものや、一時期の大衆小説の紹介または考察に限られた
ものであり、本論文のように、近代日本における社会の変化との関連で大衆の幕末維新観
の変遷に史的分析を加え、その全体像を解明しようとしたものではなかった。 
本論文は、明治以降の大衆向け小説や演劇に描かれた幕末維新の歴史像を、宇田川文海
『勤王佐幕巷説二葉松』、渡辺霞亭『青松葉』、同『井伊大老』、子母沢寛『新選組始末記』、
海音寺潮五郎『日本の黎明』、舟橋聖一『花の生涯』、司馬遼太郎『新選組血風録』などの
作品を考察の対象とし、それらと関連する多くの書籍、及び演劇や小説関連のおびただし
い数の新聞・雑誌記事を収集分析することにより、明治前期・明治後期・大正期・昭和戦
前期・昭和戦後期を通じて大衆の文化における幕末維新観変遷の全体像を解明している。 
自由民権運動期の宇田川文海の小説『勤王佐幕巷説二葉松』が単なるお家物語ではなく、
欧米文化と民権思想に共感した宇田川自身の近代化思想によって維新の変革を肯定したも
のと分析され、これを上演した『若緑二葉松』が産業革命進行期の大都市民衆の嗜好と合
致したとの見解は本論文における史料分析によって示されている。渡辺霞亭が新聞小説家
となり『青松葉』の執筆に至る経緯と彼の生い立ちは、幕末維新期尾張藩内紛事件で処刑
された霞亭の伯父新左衛門についての史的考察を通して本論文において明確化された。 
明治後期の道頓堀五座における芝居の上演状況と観客層の変化を跡づけ、産業革命達成
期の社会の中に位置づけるとともに、菊池幽芳の思想と作品の分析を通して明らかにした
のも本論文の成果といえる。明治後期は、大衆の文化における幕末維新観に一つの変化が
生まれた時期であり、武人としての近藤勇を評価した松村巌の『近藤勇』が出版され、伊
井直弼を再評価した中村勝麻呂の『井伊大老と開国』が刊行された。「勤王派＝善」とする
風潮から解き放たれた明治後期の現象は大正期に大きく膨らみ、大正末から昭和初期にか
けて大正文化の価値観を付与された新選組像や伊井直弼像が登場し、現代における大衆の
文化の中の幕末維新観の原型となったことは、本論文によって明らかにされている。 
戦時下には、幕末維新期を時局と重ねて戦意高揚があおられたが、戦後復興期から高度
成長期にかけて、大正・昭和初期の幕末維新像が新たな装いをもって復活し一大ブームを
呼び起こした。明治以降の大衆の文化における幕末維新観の変遷を、いろんな角度から史
的考察を加えることによって実証的に解明する努力が払われており、本論文によってその
変遷の全体像がはじめて明らかにされ各時代の歴史的意味を理解することが可能となった。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
